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赦すことを学ぶため
に

人が人と共に生きるために欠
かせないのは、赦しを求める
能力と赦しを与える能力で
す。私たちは皆、弱さを抱
え、ときに過ちを犯します。
だからこそ、いかなるときで
も立ち直れるように支え合う
ことが大切です。そのいちば
んの助けとなるのが、多くの
場合、「赦し」です。 ──
ユッタ・ブルクグラーフによ
る寄稿
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はじめに

誰でも人生において、不当な扱いを
受けたり屈辱を味わったりしたこと
があるはずです。なかには、それが
日常のようになっている人もいま
す。なにも刑務所のなかだけの話で
はありません。職場でも、家庭のな
かでも起こりうることです。私たち
をいちばん愛してくれるはずの人
が、いちばん深く私たちの心に傷を
つけることがあります。アラブのこ
とわざにこうあります──鉄の刃よ
りも深く刺さるのは、家族からの不
当な扱いだ──。



誰かに、わざとひどいことをされた
とき、私たちはどう反応するでしょ
うか。たいていの場合、思わずやり
返したくなるものです。殴られたら
殴り返したくなりますし、悪口を言
われたら悪口で返したくなります。
しかし、そのような行動はブーメラ
ンのようなものです。結局いちばん
傷つくのは自分自身です。怒りや憤
りにエネルギーを費やし、恨みを持
ち続けるのは悲しいことです。しか
し、より悲しいのはおそらく、「こ
れ以上傷つきたくない」と思うあま
り、心を固く閉ざしてしまうことで
す。

新しい人生が芽吹くためには、「赦
し」という土壌が不可欠です。だか
らこそ、「赦す」ことをどう実践す
るかを伝えていくことが大切です。



Ⅰ．「赦す」とはいかなること
か

誰かに向かって「あなたを赦しま
す」と言うとき、私たちはいったい
何をしようとしているのでしょう
か。誰かから受けた不当な仕打ちに
対して、自由な意志で反応している
のは確かです。しかし、それは単に
その仕打ちを忘れるということでは
ありません。赦しとは、報復を放棄
し、無条件で相手にとって最善のこ
とを願おうとする行為なのです。

1. 不当な仕打ちへの対応

まず、「不当な仕打ち」というの
は、その人の人生全体を通して見た
ときに、本質的に有害であると判断
されるような出来事のことであると
確認しておきましょう。

たとえば、外科医が、感染症から患
者の命を救うために、腕の切断手術



をしたとします。たしかに、そのこ
とで患者は痛みを感じ、悲しみを覚
え、さらには医者に怒りを向けるこ
とさえあるかもしれません。しか
し、その医者を「赦す」必要はあり
ません。なぜなら、医者は善意で命
を救ったからです。

似たようなことは、子どもを育てる
ときにも起こりえます。子どもに
とってつらく思えるようなことが、
かならずしもその子にとって害にな
るとは限りません。良い親なら、欲
しがるものを何でも与えるのではな
く、子どもに我慢する力を身につけ
させようとすることもあります。

ある教師がこう述べています。「私
は、生徒たちが今、私のことをどう
思っているかはほとんど気になりま
せん。大切なのは、彼らが二十年
後、私のことをどう思うかです」。

赦すという行為が意味を持つのは、
客観的に見て明らかに理不尽な仕打



ちを他人から受けたときだけのこと
です。

しかし、赦すという行為は、自分が
こうむった被害を見て見ぬふりをし
たり、甘い言葉のオブラートにくる
んでごまかしたりすることではあり
ません。なかには、職場の同僚や配
偶者から侮辱的な言葉を投げかけら
れても、摩擦を避けたい一心で、そ
れをなかったことにしようとする人
がいます。いかなる代償を払ってで
も平穏を保ち、周囲との調和を守ろ
うとするのです。嘘をつかれよう
が、甘く見られて好き放題にされよ
うが、なんら気にしていないように
見えることもあります。詐欺や不倫
にまで目をつぶろうとする人さえも
います。

しかし、このような態度には危険が
あります。人として大切にすべき価
値そのものに目をつぶってしまうこ
とになりかねないからです。状況に



よっては憤りや怒りですら、ごく自
然で必要な反応となることがありま
す。赦すとは罪悪に目をつぶること
ではありません。明らかな不正が
あったこと自体を否定することでも
ありません。不正と認めなければ、
そもそも赦すべきことなど、なにも
ないということになってしまいます
[1]。

どんなことでも黙ってやり過ごすこ
とに慣れてしまった人は、当面の平
穏を手に入れられるかもしれません
が、最終的には大きな代償を支払う
ことになります。「自分らしく生き
る自由」を手放し、胸の奥に不満や
葛藤を押し込め、堅固な心の壁を築
いてしまうのです。多くの場合、自
分の人生がもはや「自分本来のも
の」でなくなっていることにすら気
づかなくなってしまいます。

理不尽な仕打ちを受け、心に傷が残
るのはごく自然な反応です。しか



し、直視を避けるなら、その傷を癒
やすことはできません。私たちは、
自分自身の幸せから、そして本当の
自分から永久に逃げ続けることにな
ります。そしてその痛みは静かに、
しかし確実に心をむしばんでいきま
す。

そうした状況から逃れようとして、
世界一周の旅に出る人もいれば、
まったく別の街に引っ越す人もいる
かもしれません。しかし、苦難には
いつか正面から向き合わなければな
りません。存在しないふりをした痛
みは、いずれ心の裏口から忍び込ん
できます。心の奥で膿み、やがて消
えない心の傷として残ってしまうの
です。押し込められた心の痛みは、
人を辛辣にしたり、強迫的にした
り、神経過敏にしたり、ときには無
感覚にしたりします。そうなると、
人の優しさを素直に受け止めること
さえ難しくなってしまいます。痛み



は悪夢となり、いつまでも心に残り
続けることすらあります。

記憶は、本人の意思にかかわらず、
いつか必ずよみがえってくるもので
す。結局のところ、多くの人々が、
「あのとき、痛みに対してもっと正
面から向き合うべきだった」と気づ
かされることになります。心の平穏
を取り戻すための鍵は、苦しみに正
しく向き合うことにあります。

2. 自由意志による行動

赦しは自由な意思で選び取る行動で
す。「目には目を、歯には歯を」[2]

という、よく知られたことわざにし
たがって条件反射するのではなく、
あえてその反応を拒むことを意味し
ます。憎しみは暴力を生み、暴力は
憎しみを正当化します。この悪循環
を、赦しは断ち切ってくれます。連
鎖反応が広がるのを食い止め、相手
をその鎖から解き放つことができる



のです。しかしなにより、赦しは自
分自身を解放してくれます。自らの
意思で怒りや恨みを手放すことに他
ならないからです。反射的な反応を
避ければ、自分自身にも、新たな一
歩を踏み出す機会が開かれます。

侮辱や不当な扱いを乗り越えること
は、きわめて重要です。憎しみと復
讐心は人の人生をむしばむ毒です。
哲学者マックス・シェーラーは、恨
みを抱けば「人は自らを毒する」と
述べています[3]。恨むとは、誰かに
傷つけられた痛みから抜け出すこと
を拒む行為です。痛みのなかに閉じ
こもり、過去に縛られ続けることで
もあります。不当な仕打ちを繰り返
し思い出すことによって、自分で自
分の恨みを育ててしまうのです。気
づいたときには、すでに自分の人生
そのものを台無しにしてしまってい
ます。



恨みは、心のなかの傷を膿ませ、心
に深い影を落とし、漠然とした不安
や不満を生じさせます。その結果、
自分自身でいることにすら居心地の
悪さを感じるようになります。も
し、自分自身にくつろげないとする
ならば、世界のどこにも心から落ち
着ける場所はありません。つらい記
憶がよみがえるたびに、怒りや悲し
みが燃え上がります。それがやがて
深い絶望につながることもありま
す。中国のことわざにこんな言葉が
あります──「人を呪わば穴二
つ」。

パトリシア・レイボン（アフリカ系
アメリカ人のジャーナリスト）は、
著書『初めての白人の友人』のなか
で、自身の若い頃、アメリカにおけ
るアフリカ系住民への抑圧が、白人
全体への憎しみを抱く原因になった
と述べています——「彼らは暴力を
ふるい、嘘をつき、自由を奪い、毒



を盛り、抹殺してきたからです」
[4]。

しかし彼女はやがて気づきます。た
とえその憎しみにどれほど正当な理
由があったとしても、それは自らの
アイデンティティーや尊厳を静かに
むしばんでいたのだということに。
たとえば、学校で白人の少女から
「仲良くしよう」と言われても、そ
の憎しみのせいで心を閉ざしてし
まったことがあったというのです。
そして少しずつ、白人に謝罪を求め
るのではなく、自分自身が憎しみ、
白人を一人の人間としてではなく
「抑圧者の一員」としてしか見てこ
なかったことを謝罪すべきだと気づ
くようになりました。彼女は、自分
自身の幸せを妨げていた敵が、自ら
の内にある偏見と恨みによって育ま
れていたことを発見したのです。

いつまでも癒えない傷は、私たちの
自由を大きく奪ってしまうことがあ



ります。そうした傷があると、自分
でも驚くような、過剰で激しい反応
をしてしまいます。傷ついた人は、
他者を傷つけてしまうものです。多
くの場合、そうした人は心を固い殻
で覆っているため、冷たく、近寄り
がたい印象を与えがちです。けれど
も、それは本当の姿ではありませ
ん。自分を守るために、そうせざる
をえないと感じているだけなので
す。外からは気丈に見えても、内面
では不安を抱え、過去のつらい経験
に心を痛めているのです。

傷をさらけだし、それを洗い清めて
治すことが解決への道です。自分の
内的世界に秩序をもたらすことは、
他者を赦すための一歩になります。
しかし、その一歩は、きわめて困難
で、ときにはどうしても踏み出せな
いこともありえます。報復は放棄で
きても、痛みそのものを消し去るこ
とはできません。だからこそ、赦す
という行為は感情的な体験と深く結



びついてはいても、感情そのもので
はないことが明らかです。赦しと
は、私たちの心の状態に左右される
ものではなく、自らの意思によって
選び取る行為です[5]。人は、涙を流
しながらでも、誰かを赦すことがで
きるのです。

人がこの真に自由な行為を選び取っ
たとき、苦しみはたいていの場合、
その苦さを失い、やがては跡形もな
く消えてなくなることさえありま
す。聖女ヒルデガルトはこう言いま
した──「傷は真珠に変わる」。

3. 過去の記憶

「時は傷を癒す」というのは、ある
意味で自然の理（ことわり）です。
とはいえ、「癒す」というよりも、
実際には「忘れさせてくれる」とい
うことかもしれません。そのことを
「感情の賞味期限」と呼ぶ人もいま
す[6]。やがて、人は泣くことも、傷



つくこともない時を迎えます。これ
は加害者を赦したというよりは、
「生きようとする意志」のほうがま
さったことの表れです。どれほど激
しいものであっても、一つの心理状
態が永遠に続くことは通常ありませ
ん。感情の殻を脱ぎ捨てる過程が
ゆっくり始まります。人生は前に進
んでいくべきものです。同じところ
にとどまったまま、過去に縛られ、
受けた傷の影響を引き延ばしてはな
りません。痛みのなかに閉じこもっ
ていては、本来の生のリズムが損な
われてしまいます。

記憶は、不満や怒りの温床となるこ
とがあります。だからこそ人間に
とって、過去にとらわれず、自分に
対してなされた不正を忘れる力は、
きわめて大切なものです。しかし、
それは赦しとはまったく異なるもの
です。赦しとは、単に「石板の文字
を拭い去る（＝過去を白紙に戻す）
こと」ではありません。赦すために



は、加えられた不正や侮蔑の真実を
明るみに出す必要があります。真実
は往々にして隠蔽され、歪められて
いるからです。なされた悪事はまず
正しく認識され、可能な限り償われ
なければなりません。

それゆえ、記憶を「浄化」すること
が必要です。健全な記憶は、誠実に
生きるための教師となりえます。過
去と和解することができれば、経験
から多くを学ぶことができるように
なります。過去に受けた理不尽な仕
打ちを思いだすのは、それが繰り返
されるのを防ぐためであり、同時
に、それを「赦した記憶」としてと
どめておくためでもあります。

4. 報復の放棄

赦しが自由意志の表れであると同様
に、その「贈り物」を相手に与えな
いという選択も、また、ありえま
す。サイモン・ヴィーゼンタール



は、第二次世界大戦中、ユダヤ人と
して強制収容所に送られたときの体
験を、自著のなかで語っています。

ある日、看護師がやってきて、「つ
いてきてください」と彼に声をかけ
ました。案内された先の一室には、
一人の若いヒトラー親衛隊将校が瀕
死の状態で横たわっていました。そ
の将校は、ヴィーゼンタールに向
かって、自身の家族や、生い立ち、
そして、いかにしてヒトラーの協力
者となったのかを語り始めました。
とりわけ将校の良心を苛んでいたの
は、自らが関与したある凶悪な出来
事でした。あるとき、彼の指揮下に
あった兵士たちが、300人のユダヤ
人を一軒の家に押し込め、その建物
に火を放ち、全員を焼き殺したので
す。「それが恐ろしい行為だったこ
とは、私自身もよく分かっていま
す」と、その将校は語りました。
「死を待ちながら過ごすこの長い夜
のあいだ、ユダヤ人の誰かにこのこ



とを打ち明け、心の底から赦しを乞
いたいと、ずっと願っていまし
た」。

ヴィーゼンタールは、回想をこう結
んでいます。「そのとき、私は突然
すべてを理解しました。そして、一
言も発せずに部屋を後にしました」
[7]。また、別のユダヤ人は、こう
語っています。「私は、あの責任者
たちの誰ひとりとして赦したことな
どありません。そして、これから
も、自分から進んで赦すことは決し
てありません」[8]。

赦しは、報復と憎しみを手放すこと
を意味します。しかし、なかには、
まるで傷ついたことなど一度もない
かのようにふるまう人もいます。彼
らは、悪から目をそらそうとしてい
るのでも、痛みを抑え込もうとして
いるのでもありません。むしろその
逆で、不正や理不尽をきわめて客観
的かつ明晰に捉えています。それで



も彼らは、心をかき乱されることを
自らに禁じているのです。「たとえ
我々が殺されたとしても、実際には
なんの害も受けていない」と語った
のは、奴隷出身のストア派哲学者エ
ピクテトスです。こうした人々は、
自らの感情を鉄の意思で制御し、す
べての出来事を冷ややかで皮肉なま
なざしで眺めているのです。

彼らは、自らを他の人間よりも優れ
た存在とみなし、誰も心の奥に入ら
せません。内面で他者とのあいだに
大きな距離を置いているのです。な
にひとつ感情を動かされないなら、
抑圧者に対しても非難を向ける必要
はありません。「犬が吠えたところ
で、月がそれを気にかけるだろう
か」──これがストア派の態度であ
り、おそらくは、自らの「寛大さ」
という殻に閉じこもって孤高に生き
る、アジアのある種の「導師（グ
ル）」たちの態度でもあるのでしょ
う。彼らは、相手をたやすく「赦



す」ことはあっても、その相手に視
線すら向けようとはしません。

問題なのは、苦しみを避けようとす
るあまり、愛することすら手放して
しまうことです。愛する者は、つね
に小さく、傷つきやすい存在です。
人間的であるということは、人生に
おいて誰かを深く愛し、そして、深
く傷つくことにほかなりません。他
人と距離を置き、自分を他者より優
れた存在だとみなしてはなりませ
ん。他人に何をされてもまったく傷
つかないと主張する人にとって、赦
しは、そもそも用のないものです。

5. 加害者の人間的尊厳を認め
ること

赦しは報復の念をいっさい退けるこ
とから始まりますが、それは新たな
力を手にすることによって可能とな
ります。その力は、自分のつらい体
験を相手の評価と切り離し、相手を



裁いたり貶めたりすることを避け、
心を開いてその声に耳を傾けようと
する姿勢から生まれます。

秘訣は、加害者をその行為と同一視
しないことです[9]。人間は誰しも、
自身の犯した罪よりも大きな存在で
す。このことを雄弁に語ったのがア
ルベール・カミュです。彼はナチス
がフランスで犯した罪について、彼
らに向けた公開書簡のなかでこう述
べています。「あなた方が何をした
かに関わらず、私はあなた方を人間
と呼び続けます。あなた方が他者に
払わなかった敬意を、私たちはあな
た方に払い続けようと努めているの
です」[10]。いかなる人でも、自らの
最悪の過ちを超える価値を持ってい
るのです。

ここで思い出されるのが、19世紀の
ある将軍にまつわる逸話です。臨終
の床で、神父から「敵を赦しました
か」と尋ねられて、彼はこう答えま



した。「赦すことなど不可能です。
全員、処刑してしまいましたから」
[11]。

ここで言う「赦し」とは、相手と貸
し借りの帳尻を合わせることではあ
りません。なによりもまず、それは
内面のありように関わるものです。
過去の記憶と平和裡に共存し、いか
なる人に対しても敬意を失わずにい
ることを意味します。たとえ故人で
あっても、その人固有の人間的な尊
厳に目を向けることは可能です。完
全に堕落しきった人間など存在しま
せん。誰のうちにも、必ずなんらか
の光が宿っているのです。

赦すとは、こう語りかけることで
す。「いいえ、あなたはそんな人で
はありません。私は、あなたの真の
姿を知っています。あなたは、本当
はもっとすばらしい人です」。私た
ちは相手のために、あらゆる善きこ
と、完全な成長、深い喜びがあるよ



うにと願い、心の底からその人を愛
そうと努めるべきなのです。

II. 赦すための心の姿勢

ここまで、赦しとは何かについて広
く見てきました。ここからは、自分
自身を解放し、同時に他者も解放す
るような行動を選ぶうえで、助けと
なる心のあり方について考えてみま
しょう。

1. 愛

赦すということは、激しく愛するこ
とです。ラテン語の動詞「per-
donare（赦す）」は、そのことを
はっきり示しています。「per」は後
に続く動詞「donare（与える）」を
強める接頭辞です。したがって
「per-donare」は、「惜しみなく与



える」、あるいは「自らを余すとこ
ろなく捧げる」という意味になりま
す。詩人ヴェルナー・ベルゲング
リューンはこう言いました。「愛は
忠実さによって証明され、赦しに
よって完成される」。

しかし、誰かに深く傷づけられる
と、愛することなどほとんど不可能
に思えることがあります。そのと
き、まず必要なのは、たとえ心のな
かだけであったとしても、加害者と
のあいだに一定の距離を取ることで
す。傷口に刃が刺さったままでは、
傷は決してふさがりません。まずは
刃を抜き、相手のあいだに空間を設
けるのです。すると、相手の「顔」
が見えてきます。一定の距離を置く
ことが、心から相手を赦し、その人
に必要な愛を与えるための前提とな
ります。

人は、ありのままの自分を受け入れ
られてこそ、健やかに生き、成長す



ることができます。それは、誰かに
心から愛され、「あなたが存在して
いることは素晴らしい」と言っても
らえるときです[12]。人がこの世界に
安心できる場所を見つけるために
は、つまり、自尊心をもち、他者と
の友愛関係を築いていくためには、
自分という存在が他者から肯定され
ていることが不可欠です。この意味
において、「愛は、創造のわざを引
き継ぎ、それを完成させるものであ
る」と言われてきたのです[13]。

誰かを愛するということは、その人
自身の価値や美しさを、その人自身
に気づかせてあげることです。愛さ
れるとは、誰かに存在を認められる
ことです。そだからこそ、愛されて
いる人は、相手に本心からこう伝え
ることができるのです──「私は私
であるために、あなたが必要なので
す」。



もし他者を赦すことを拒否するな
ら、それはある意味で、相手が健や
かに生き、そして成長していくため
に必要な「空間」を奪ってしまうこ
とになります。霊的な意味におい
て、私たちはその人を「殺してしま
う」ことになるのです。実際、不当
で冷酷な言葉や、悪意に満ちた思
い、あるいはただ単に赦そうとしな
い態度だけでも、人を「殺してしま
う」ことがありえます。そうなれ
ば、相手は悲しみに沈み、無気力に
なり、心を閉ざしてしまいます。

キルケゴールは、「必死に自分自身
であろうと願っている人の絶望」に
ついて語っています。それは、自分
自身であろうと懸命に努力している
にもかかわらず、その努力が他者に
よって妨げられていると感じたとき
に生まれる絶望のことです[14]。

一方、赦しを与えれば、相手は本来
の自分を取り戻し、新たな自由と深



い喜びのうちに生きていけるように
なるのです。

2. 理解

すべての人は、「自分に値する」以
上の愛を必要としている──このこ
とを理解するのは、きわめて重要な
ことです。人は誰しも、見かけ以上
に傷つきやすい存在です。私たちは
みな弱く、とくに疲れているときに
は、過ちを犯しやすくなります。赦
すとは、いかなる罪悪の背後にも、
傷つきやすく、それでいて、変わる
ことのできる人間がいると信じるこ
とです。赦すとは、他者の変化と成
長の可能性を信じると言い換えても
いいでしょう。

もし誰かを赦すことが難しいと感じ
るとしたら、それは相手に完璧さを
求めすぎて、過剰な期待を寄せてい
るということかもしれません。哲学
者ローベルト・シュペーマンはこう



警告しています。「人を完璧なもの
と思い込むことは、その人を抹殺す
ることにほかなりません」[15]。私た
ちはみな弱く、しばしば他者を裏
切ってしまいます。しかも、自分の
行動がどのような結果をもたらすか
分かっていないこともしばしばあり
ます。「私たちは、自分たちが何を
しているのか、本当には分かってい
ない」のです[16]。

たとえば、怒っているときには、実
際にはそう思っていないことや、意
図していなかったことを口にしてし
まうことがあります。もし、そうし
た相手の言葉をすべて真に受け、一
日中それにとらわれたり、怒りに任
せて発せられた言葉を「分析」し始
めたりすれば、果てしない衝突を引
き起こすことにつながりかねませ
ん。もし誰かの過ちを一つひとつ記
録していったとしたら、どんな魅力
的な人物でも、ついには怪物のよう



に見えてしまうことになるでしょ
う。

私たちは相手の可能性を信じなけれ
ばなりません。そして、私たちがそ
う信じていることを、本人に気づい
てもらう必要があります。自信を与
え、その人の持つ可能性にふさわし
い接し方をすれば、人は驚くほど大
きく変わることがあります。その結
果に、私たち自身が驚かされること
もあるでしょう。多くの人には、他
者をより良い存在へと導く力があり
ます。たとえ人がどれほど大きな過
ちや失敗を重ねていたとしても、そ
の人の内にある善きもの、美しいも
のを信じ、それを伝える力です。賢
者の言葉に、こういうものがありま
す──「相手に善い人になってほし
いのなら、その人がすでに善い人で
あるかのように接しなさい」。



3.寛大さ

赦しには慈悲深く寛大な心が求めら
れます。それは「裁き」の枠を超え
ることを意味します。しばしば状況
は複雑で、単なる裁きでは対処でき
ないことがあります。たとえば、何
かが盗まれたなら返すことができま
すし、壊されたなら修理したり交換
したりすることができるでしょう。
しかしもし、誰かが片目を失った
り、家族や親友を失ったりした場合
はどうでしょうか。それを裁きだけ
で取り戻すことは不可能です。まさ
にそのような、罰では損失を埋め合
わせることができないときにこそ、
赦しが必要とされます。

赦しは、正義や法律の求めるものを
否定するのではなく、それらをはる
かに超えるものです。赦しは、自由
な意志によって与えられる愛の贈り
物であり、本来受けるに値しない者
に向けられるものだからこそ、無条



件であるべきです。真に赦す者は、
加害者が自らの行いを悔いていない
としても、何かを求めるようなこと
はしません。加害者が和解を求める
よりも前に、愛する者はすでにその
罪を赦しているのです。

相手の悔い改めは、むろんそれ自体
は望ましいことではありますが、赦
しの必要条件ではありません。たし
かに、相手が赦しを求めてくるとき
のほうが、赦すことははるかに容易
です。しかしこう気づく必要があり
ます──私たちを傷つけた人々は、
しばしば「盲点」を抱えており、そ
れによって自らの過ちを見つめ、認
めることができないのだ──。

「不純な」仕方で赦すということも
ありえます[17]。個人的な思惑や目的
から赦すという場合です。つまり、
「あなたが自分のなした悪に気づく
なら、私は赦す」とか、「あなたが
これからよい人間になるなら、私は



赦す」といったものです。教育的見
地からすれば賞賛に値するかもしれ
ません。しかし、真の赦しとは異な
ります。真の赦しとはどのような条
件も付けずに与えるものでなければ
なりません。それは真の愛と同じで
す。「私はあなたを赦します。なぜ
なら、あなたを愛しているから──
たとえなにがあろうとも」。

私たちは、たとえ相手がそれに気づ
いていなくても、その人を赦せま
す。赦しとは、相手が赦されたこと
に気づいていなくても、あるいは、
私たちが、なぜ赦す必要があるのか
を知らなくても、与えることのでき
る贈り物なのです。

4. 謙虚さ

他者を赦すには、慎重さと繊細さが
求められます。相手がまだ興奮して
いるにもかかわらず、その場で赦す
と伝えることは勧められません。そ



れが「気高い報復」に見えてしまう
恐れがあるからです。屈辱感を与え
たり、さらなる怒りを引き起こした
りすることもありえます。実際、和
解の申し出が非難のように感じられ
ることがあります。「自分が正し
かったことを証明し、いかに寛大で
あるかを示したい」という自己正当
化の思いが潜んでいることもあるの
です。和解を妨げるのは、相手のか
たくなさではなく、私たち自身の傲
慢なのです。

さらに、赦しを申し出ることには常
にリスクが伴います。その申し出が
加害者を不快にさせ、かえって状況
を悪化させる可能性もありえます。
「赦すということは、自分自身を相
手にさらけ出すことです。相手がど
のように反応するかは予測できず、
再び私たちを傷つける自由を与える
ことにもなりかねません」[18]。だか
らこそ、和解を試みるときには、謙
虚さが必要なのです。



適切な状況が訪れたとき（そこに至
るまでには、かなりの時間がかかる
ことがあるかもしれません）、私た
ちは相手と冷静な対話を試みること
が可能になります。その際には、自
分自身の赦しの動機や理由をしっか
り伝え、相手の考え方にもじっくり
耳を傾けることができるでしょう。
注意深く聞くことが大切です。相手
が言葉にしなかった思いにまで注意
を払い、真意をくみ取る努力が求め
られます。ときには、「相手の立場
になって考えること」、すなわち、
相手の視点から状況を見ようとする
姿勢が非常に役に立ちます。

赦しは、内面的な強さを必要とする
行為です。しかし同時に、謙虚さと
相手への敬意も欠かせません。相手
を支配したり、侮辱したりしてはな
りません。真に純粋な赦しを与える
ためには、わずかでも「道徳的な優
越性」を示してはなりません。そも
そも、そのような優越性は本質的に



存在しないのです。少なくとも、他
人の心の奥にあるものを裁くことは
できませんし、すべきでもありませ
ん。対話のなかで加害者を繰り返し
非難することも避けるべきです。自
分の潔白さをことさらに示そうとす
る者は、本当の意味での赦しを与え
ているとは言えません。他者の罪に
憤ることは、しばしば自らの罪を覆
い隠すための手段にもなります。私
たちは「正しい者」としてではな
く、「罪を犯す者」として人を赦す
必要があります。赦しとは他者に何
かを与えること以上に、何かを分か
ち合うことなのです。

私たちはみな、赦しを必要としてい
ます。なぜなら、私たちは皆、とき
として気づかないうちに他人を傷つ
けてしまうからです。過去のしがら
みを解きほぐし、新たな一歩を踏み
出すためには、「赦し」が鍵となり
ます。私たち一人ひとりが、自分自
身の弱さや過ち（それが相手の間



違った行動を引き起こした一因であ
る可能性もあります）を認め、自分
のほうから相手に赦しを求めること
をためらわないことが大切です。

III. 結びの考察

赦しが本物であるためには、大きな
努力が求められます。赦しを求めら
れる状況は、私たち自身の力の限界
を試すようなものでもあります。た
とえば、加害者が悔い改める素振り
をみせないばかりか、私たちを侮辱
し、自分の行動は正しかったと信じ
ているとしたら、私たちはそれでも
相手を赦せるでしょうか。わが子を
殺された母親が、加害者を赦すこと
ができるでしょうか。私たちを人前
で徹底的に笑い者にし、自由や尊厳
を踏みにじり、欺き、中傷し、さら
にはかけがえのないものまで奪った



相手を、私たちは本当に赦すことが
できるでしょうか。

もしかすると、心の底から赦すこと
など決してできないのかもしれませ
ん。しかしそれは自分の力だけに頼
る場合のことです。キリスト者であ
れば、尽きることのない神の助けに
頼ることができます。「私の神とと
もに、私はいかなる壁でも跳び越え
られる」と詩編は高らかに歌い上げ
ています。その壁とは私たちが心の
なかに築いてしまった壁のことかも
しれません。善き友人の助け、そし
てなにより神の恵みがあれば、「赦
す」という極めて困難な行為をやり
遂げて、自分自身を自由にすること
が可能になります。赦しとは、霊的
な力の表れであり、魂に安らぎをも
たらすものです。それは生きること
を肯定し、創造的に歩むことを意味
します。



とはいえ、赦しは誰かに強要される
ものではありません。被害者には、
受けた害を赦す決断をするまで、必
要なだけの時間を与えられるべきで
す。すぐに赦そうとしないからと
いって、「意地が悪い」「執念深
い」と責めることは、かえって被害
者の心の傷を深くしてしまうだけで
す。深く傷ついた出来事をすぐに受
け入れるのは、誰にとっても簡単な
ことではありません。被害者はまず
心を落ち着け、自分がまだ赦すこと
はできないこと、時間が必要である
ことを受け入れることが求められま
す。自分本来のリズムに従うこと
は、大きな助けになります。赦すこ
とが難しいと感じるのは、自分自身
であれ他人であれ、驚くようなこと
ではありません。それはごく自然な
反応なのです。

もし私たちが赦しの文化を育むこと
ができるならば、共により人間的な
世界を築くことができるでしょう。



結びとして、私たちにとって助けと
なる言葉を紹介します。

一瞬だけ幸せになりたいなら、復讐
しなさい。

いつまでも幸せでいたいなら、赦し
なさい[19]。
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